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事 業 名 

事業主体及び 

提案者 

１１ 土地区画整理事業等における遊休地を利用した景観美化 

特定非営利活動法人 ラブスサポートセンター 
担当 百瀬博文 

事 業 内 容 

(詳細は別添資料

企画書概要、再提

案概要のとおり) 

「どういう問題を解決しようとしているか」 

市内には、土地区画整理事業で生じた「管理地」のように、十分に

管理されず、雑草が生えるなどして景観を損ねている公共用地がある

。これら遊休地を、市民参加により花壇化して景観美化を推進し、あ

わせて公共に対する意識高揚を図る。 

景観美化に多くの税負担を求めない。開植の最小限の除草・耕起費

用を除き、土地利用料あるいは景観美化に対する報償などは、大和市

の地域通貨「ラブ」をもって対価とし、地域通貨の流通促進を図る。

協働の内容 「具体的な協働項目」 

●事業のとりまとめ（NPO法人ラブスサポートセンター：主体Ａ） 

●土地の提供（渋谷土地区画整理事務所：主体Ｂ） 

●ガーデニングの実施（個人または団体：主体Ｃ） 

●行政内でのラブ利用の調整・推進（情報政策課：主体Ｄ） 

●種苗等の提供（財団法人大和市みどりのまちづくり振興財団：主体Ｅ） 

審 査 内 容 

(評価結果) 

 

 実現性が高い 熟度を高める

必要がある 

実現すること

が難しい 

提案者 ○   

行政所管課 ○事業管理課 

○情報政策課 

  

担当推進委員 ○   

コ メ ン ト 

（公開審査時） 

・LOVES 活用への期待（ネットワークの広がり） 

・遊休地の利用 花壇→行政資産の目的外使用か？ 

         ↓ 

        解放か←→観賞用か？ 

・維持管理がきちんとできるか？責任の所在 

公開審査後の 

経過 

 

協働推進会議の 

意見 

・行政財産の目的外使用、観賞用という点については提案者と担当課

との間で確認されている。協働事業として進めていただきたい。 

具体的に検討を

要請する事項 

上記の意見を踏まえて、協働事業として実現に取り組んでいただ

きたい。そのため、次の点について検討いただきたい。 

・協働事業とする具体的な内容と役割分担 

・今後の進め方（実施時期） 


